
平 成 ２ ４ 年 ４ 月 ２ ７ 日小学校理科における指導のポイント
山 口 県 教 育 庁 義 務 教 育 課第１５号 「観察、実験」のさらなる充実を

１ はじめに
季節がめぐり、また新しい学年が始まりました。この季節は児童が真新しい教科書

を手にして、学びに対する意欲ややる気がぐんと高まっている時期でもあります。新
年度の「理科びらき」に児童の理科に対する学習意欲を喚起させるとともに、実物に
触れることで得られる「感動」や実験から新しいことが分かったときの「感動」をで
きるだけ早く味わわせたいものです。きっとこの感動が児童にとっての自然の事物や
現象についての実感を伴った理解につながり、科学的な見方や考え方を養うことにな
るでしょう。

２ 「観察、実験」の充実を図る授業づくりのポイント

科学的な知識や概念の定着を図り，科学的な見方や考え方を育成するため，観察・実
験や自然体験，科学的な体験を一層充実させる

（小学校学習指導要領解説理科編より）

４月に実施された全国学力・学習状況調査において、初めて「理科」が出題されました。出
題された問題の中には、観察器具の正しい使い方を問うものや、具体的な実験場面を想起さ
せながら思考させるような問題も見受けられました。
今回は第５学年の学習内容を取り上げ、「観察、実験」の充実を図るための具体的な手だ

てをいくつか紹介します。

【事例】 第５学年 「動物の誕生」

～メダカなどの魚の食べ物になる生き物について調べよう～

ポイント① 「小学校理科の観察、実験の手引き」の活用

「小学校理科の観察、実験の手引
き」には、小学校理科で扱われる観
察、実験の内容が詳しく解説されてい
ます。今回の学習課題については右
図のような解説が掲載されています。

① 準備物
② 観察、実験の具体的な手順
③ 観察、実験から得られる結果
④ 主要な観察、実験器具の図解
⑤ 器具などの扱い方

・指導のポイント
・安全面で配慮すべきこと
・その他の留意点

観察、実験を効果的かつ安全に実
施するためにも、「観察、実験の手引
き」をしっかりと活用しましょう。

（「小学校理科の観察、実験の手引き」p131より）



ポイント② 「観察、実験」の学習効果を高める工夫 ～ 観察対象を確保する

理科室や教室でメダカを飼っている学校も多いと思います。身近な池や川に出かけるのが難
しいときは、その水槽環境も観察対象として活用できます。

また、教科書でもよく紹介されている「ミジンコ」は簡単な方法で飼育をすることができます。
限られた理科の授業時間の中で確実に観察をさせたいときに有効な事前準備の一つです。

３ おわりに
観察、実験は問題解決学習における重要なプロセスではありますが、それ自体が学習の目

的ではありません。観察、実験をきっかけに児童が思考や活用をする場面へとつなげていくこと
が大切です。


